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ARID1A deficiency in EBV-positive gastric cancer is partially regulated by EBV-

encoded miRNAs, but not by DNA promotor hypermethylation. 
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 学位論文審査結果報告書 

 

令和 3 年 2 月 5 日 

大学院医学研究科長 様 

 

下記の通り学位論文の審査を終了しましたので報告いたします。 

 

【論文審査要旨】 

氏      名： 加瀬晃志 

学位論文題名： ARID1A deficiency in EBV-positive gastric cancer is partially regulated by EBV-

encoded miRNAs, but not by DNA promotor hypermethylation（EBV 関連胃癌における ARID1A 遺

伝子発現は DNA プロモーター高メチル化ではなく EBV-miRNA によって一部制御されている） 

 

本研究は EBV 関連胃癌を材料に miRNA などエピジェネティックな作用が ARID1A 遺伝子の発

現を制御していることを検証したものである。ARID1A を標的とする EBV-miRNA を過剰発現させた

胃癌細胞株では mRNA は抑制されずに蛋白発現が低下すること、また EBV-miRNA が直接

ARID1A の 3’UTR に結合することや、EBV-miRNA 高発現臨床サンプルで ARID1A 遺伝子の変

異なく ARID1A 蛋白発現低下たことを示すなど、学位論文としての新規性を有している。要旨、論

文の構成、引用図表の質は基礎的な研究報告としてほぼ的確と判断する。 

学位論文審査会では、ARID1A 遺伝子の変異様式、EBV-miRNA sequence の標的、EBV 関連

胃癌に対する標的治療の可能性等への質問にも適切な回答が得られた。また、本論文の掲載誌

である Carcinogenesisが学位論文審査に関し適正な学術誌であることを確認した。 

ウイルス感染を背景にエピジェネティクス異常が発癌課程に重要な役割を果たしている EBV 関

連胃癌は、特殊な胃癌サブタイプとして今後の基礎研究の発展が期待されている。本研究は EBV

関連胃癌の分子生物学的特徴について興味ある新知見を示し、また将来的に新たな標的治療法

の開発への発展も期待される有意義な研究成果である。 

以上より、本論文は本学学位授与に価することを認めるものである。 
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